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研究成果の概要（和文）：  本研究は、「東北アジア地域の環境保全技術者育成用英文教材開発」を目指して行
われた。 この教材を使って、大阪で始まった国際水都会議の第５回釜山大会で採択された21世紀ビジョン、
「東北アジア地域の海洋首都ネットワーク構築」の日本側のリーダー育成が可能となる。
  この教材を基に、東北アジア全域の環境保全に関する英語プレゼンテーション能力を有する日本・韓国・中
国・ロシア・モンゴルの環境保全技術者集団が、日常会話レベルでも英語で環境保全に関するコミュニケーショ
ンを容易に取り易くなるような英語教育システムを考案することが可能になると考える。

研究成果の概要（英文）：　Our research was designed and conducted to develop the English Text for 
the engineers to preserve the environment of North-East Asia.  This research began in 2007 as a part
 of the activities of 'Good Practice’for Education of Engineers in cooperation with the "Union of 
Machinery Industrial Cities in North-East Asia".
  Through our study, we found it necessary to acquire the knowledge of‘Fish Breeding Forest’when 
developing and preserving the area of North-East Asia, where the river Amur plays an important role 
for sustaining the environment of this region, that is, "Amur-Heilong River Basin".  We made the 
research of the origin of the river Amur, named‘the river Onon’, located in the area of‘Strictly 
Protected Area’in Mongolia by the agreement of Mongolia, Russia, and China in 2005.  We plan to 
make it clear that future engineers should find a good way of cooperation through English as a 
communication tool for the purpose of playing an active part together.

研究分野：英語教育
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１．研究開始当初の背景 
宇部高専が DIT（東義科学大学；韓国・釜

山広域市）、KnASTU（コムソモリスク・ナ・
アムーレ国立工科大学；ロシア・コムソモリ
スク・ナ・アムーレ市）、HITWH（ハルピン工
業大学威海；中国・威海市）との間で学生の
国際交流を始めた 2008 年以降、東北アジア
地域では、環境保全に関する活動が継続して
いる。 

1 件は、日本・ロシア・中国の協力による
アムール・オホーツクプロジェクトの完成と
継続、もう 1 件は、大阪で 1990 年に始まっ
た水都会議が、2008 年釜山宣言に結実し、「環
境第一主義」に基づく水都形成が持続してい
ることである。 
南研究代表は、2008 年ロシア訪問以降、ア

ムール川の保全は、源流のオノン川(モンゴ
ル）までカバーして完結する事業だと認識し
た。 
戦後 50 年間、教育基本法第一条(目的)の

「人権第一主義」に基づく、民主主義社会の
形成に役立つ人材を形成する一助として英
語教育の実践が継続した。その基盤に支えら
れて、これからの 50 年は、東北アジア地域、
直接には、アムール川保全を日本・中国・ロ
シア・韓国・モンゴルと共同して実践しない
と、持続可能な社会が形成されないことを、
国際交流を通じて実感した。 
そこで、科研で「東北アジア地域の環境保

全技術者育成用英文教材開発」の支援を頂き、
「水」専門研究者である研究分担者の福地教
授と、各国際交流室員とのプログラム提案者
の田川准教授とともに、英語で共通理解する
ための標準教材資料作成に従事した。  
 
２．研究の目的 
本研究は、「東北アジア地域の環境保全技

術者育成用英文教材開発」を目的とする。具
体的には、宇部工業高等専門学校と学術提携
を結んでいる中国・韓国・極東ロシアの大学
との相互交流が本格化する平成２５年を契
機として、共通して学習可能な学際的英文教
材を開発することになる。  
この教材を使って、大阪で始まった国際水

都会議の第５回釜山大会で採択された 21 世
紀ビジョン、「東北アジア地域の海洋首都ネ
ットワーク構築」の日本側のリーダー育成が
可能となる。この教材を基に、東北アジア全
域の環境保全に関する英語プレゼンテーシ
ョン能力を有する日中韓露の技術者集団が、
日常会話レベルでも英語で環境保全に関す
るコミュニケーションを容易に取り易くな
るような英語教育システムを考案すること
が可能になると考える。 

 
３．研究の方法 
東北アジア地域の環境保全技術者育成用

英文教材開発作業を 2 点に絞る。 
①PDCA 英語教育システムモデルを作成す

る。 

海外相互交流の事前準備から報告会まで
の作業をモデル化して、英文プレゼンテーシ
ョン用 パワーポイントファイルに編集する。 
H25～H28 年まで継続して、改善をする。 
UNCT、DIT、HITWH、KnASTU 各教育機関の国際 
交流室員、英語教師、学生と協同して作成す
る。  
②英文テキスト７大編集作業を完遂する。 
7 大テーマを英文テキスト用に編集する。

テキストは 3 部構成とする。1 部は、7 大テ
ーマのプレゼンテーション(概要)となる。2 
部は、対話形式とする。3 部は、Q&A 形式を
使う。 最後に 7 大テーマに関する用語索引
を作成する。テーマは以下の通りとする。 
②-1：東北アジア水都ネットワーク形成完結 

のためのシナリオ作り  
②-2：Fish Breeding Forest (魚付林) 概念 

の普及  
②-3：鉄に関する知見（137 億年の歴史概 

観）  
②-4：アムール川に関する知見   
②-5：四大河再生プロジェクトとラムサール

条約に関する知見 
②-6：オノン川に関する知見 
②-7：「波」に関する知見 
【留意点】 
【A】Q＆A を繰り返すことによって、自然界
が溶存鉄を介して、「森・川・海」 というネ
ットワークを形成していること、そしてその
営みが周期的であり、繰り返されていること、
その自然の中に存在する周期的な活動によ
って、人と魚の健全な関係が保たれているこ
と、が自然にレポートできるように配慮する。 
【B】「鉄」の１３７億年の歴史と、「フーリ
エの発見」については、工業高等専門学校の
5 年一貫教育制度のメリットとして、その全
容を 5年間で修得できるような章構成にする。
マックス・プランク研究所やフーリエが結論
に至るまでの試行錯誤を追体験できるよう
に配慮する。 
【C】理工系の学生対象の教科書作りになる
が、COCET3300 を作成した経験を活かして、
あまり専門的にならないような配慮をする。 

 
４．研究成果 
 ３．①PDCA 英語教育システムモデル作成に
関して、「海外インターンシップ受け入れプ
ログラムについて」というタイトルで発表・
概要作成をした。 

UNCT の国際交流室は、平成 22 年設立後、
KnASTU、DIT、HITWH への学生派遣事業活動を
実施してきた。この平成 26 年 2 月には、公
式メールアドレスを発行し、上記 3大学国際
交流室とメール交換を実施することになっ
た。国際交流室間連携、派遣 PDCA、受け入れ
PDCA について、モデル作成をした。 
また、NPO 法人うべ未来 100 プロジェクト

宇部空港国際化プロジェクト委員会で、福岡
空港、北九州空港、米子空港、宇部空港の比
較を実施した。インチョン空港処理能力が 1



日 4万である。一方、釜山は、2020 年以降、
8 百万規模の人口を維持し、関西空港規模の
国際港湾都市、ハブ都市になることを目指し
ている。宇部空港は、週 3 便で、1 年間に 3
万人の需要があれば、宇部―釜山便は採算ベ
ースにのるという数字が出た。 
その後、2 件の国際定期便就航が実現して

いる。平成 28 年 6月 24 日エアプサン・ウラ
ンバートル間週 2 便、平成 28 年 11 月 28 日
エアソウル・宇部間週 3 便、運行している。 
②-1 水都ネットワーク形成シナリオに活

用できる内容となった。以下に概略図を示す。 
 

 

 

 

 

 

 

その後、田川分担者は、「The Recent Effort 

of Global Human Resources Development」

という題目で、国際交流による宇部高専の人

材育成について発表をした。分析視点として、

(1)地政学、(2)自治体交流、(3)地理的利便

性、(4)費用に言及した。また、「海外研修に

おけるトラブル事例及びその対処について」

という題目で、リスク管理について発表した。

特に、平成 25 年 9 月アムール川の洪水によ

って、水位が 9m 近くまで上昇したことは、

水都ネットワーク形成及び環境保全につい

て、新たな課題をつきつけられた思いがした。

以下参照。 

 

 

平成 25 年 9 月には、アムール川源流のオ

ノン川（モンゴル）と、ウランバートル市内

を流れるセルべ川の実地調査を福地が行っ

た。また、モンゴル科学技術大学（MUST）日

本語学科で、国際交流担当の加茂先生と意見

交換をし、現在まで継続している。平成 26

年 8 月には、引き続き、ウランバートル市内

セルベ川流域の視察と、トーラ川流域および

テレルジのトーラ川の状況の調査を福地が

行った。 

また、平成 27 年度は、南と福地の 2名で 4

月 29 日～5月 7 日までの滞在中、5/1～3 の 2

泊 3日でアムール川源流のオノン川上流に近

い村オノンとその東側下流のビンダ―を各 1

泊して、オノン川の肥沃な土地に生い茂る森

林地帯を調査した。以上 3年分の調査結果を

IGNITE-2016 で発表した。「Development of 

environmental education concerned water 

in northeast Asia, Mongolia and far-east 

Russia along the Amur river」という題目

の内容は、以下のポスターにまとめた。 



 

平成 28 年 8 月の高専フォーラムの発表会

場で、水都構想、アムール川源流保全、教材

案をまとめたリーフレットを配布した。以下

参照。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
最終年度平成 28 年 9 月には、南と福地で

再度オノン川流域の実地調査を行った。ヘン
ティー・ハーン厳正保護区（Khan Khentii 
Strictly Protected Area、1992 年モンゴル
指定、その後、2005 年ロシア・中国・モンゴ
ル間で WWF、世界自然保護基金による保護協
定締結）を流れるオノン川の源流を遡ると、
ブルカン・カルドｳン山（モンゴル世界文化
遺産）の入り口にたどり着いた。科研資料と
して記録した。以下保護区に関する資料を引
用する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Cited from“Amur Green Belt – the network 
of protected areas in the Amur River 
Basin”  
 

以上の 4年間のモンゴル現地視察をまとめ

た論文、「アムール川源流のモンゴルオノン

川の環境保全を目的とした環境教育の事例

紹介、福地賢治、加茂義明（モンゴル科学技

術大学）、南優次」の、日本工学教育協会論

文誌「工学教育」への投稿を計画している。 

 
資料が揃ったので、平成 29 年度内に、英

文教材として完成させる。現在オレゴン大学
医学部出身のバイリンガルと対話型口語英
語教材をまとめている。 
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